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昨
年
7
月
、市
水
道
課
の
元
主
任
技
師（
９

月
18
日
付
懲
戒
免
職
）が
、平
成
19
年
度
、

市
水
道
課
が
発
注
し
た
庄
原
市
東
城
町
の

「
川
西
浄
水
場
機
械
電
気
設
備
改
修
工
事
」

で
、
約
5
2
0
万
円
を
水
増
し
し
た
約

6
8
0
万
円
分
の
追
加
工
事
を
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
旨
の
虚
偽
の
工
事
変
更
伺
い

を
作
成
。市
か
ら
水
増
し
し
た
金
額
を
受

注
業
者
の
口
座
に
振
り
込
ま
せ
、受
注
業

者
か
ら
パ
ソ
コ
ン
や
カ
メ
ラ
な
ど
を
受
け

と
っ
た
と
い
う
詐
欺
行
為
で
逮
捕
さ
れ
、

そ
の
後
、裁
判
で
有
罪
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
の
不
正
防
止
対
策
本
部
は
、こ
の
詐

欺
事
件
を
受
け
、不
正
事
件
の
再
発
防
止

に
向
け
て
の
対
応
を
取
り
ま
と
め
、外
部

委
員（
学
識
経
験
者
、企
業
経
営
者
、市
民

団
体
の
代
表
）で
構
成
す
る
庄
原
市
不
正

防
止
対
策
委
員
会
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、職
員
の
倫
理
観
の
欠
如

と
組
織
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
不
備
な
ど
が

こ
の
事
件
の
原
因
と
し
て
、次
の
防
止
策

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、市
民
の
信
頼

を
取
り
戻
す
た
め
、個
々
の
職
員
の
意
識

改
革
や
今
後
も
定
期
的
に
対
応
策
の
実
施

状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
市
と
し
て
も
対
策
を
着
実
に
実
施
し
、

信
頼
回
復
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
森
林
を
伐
採
・
間
伐
す
る
と
き
は
、た
と

え
自
分
の
山
で
も
事
前
に
届
け
出
を
す
る

こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
森
林
は
木
材
生
産
機
能
だ
け
で
な
く
、

水
土
保
全
機
能
な
ど
の
多
面
的
な
機
能
が

あ
り
ま
す
。森
林
の
無
秩
序
な
伐
採
が
行

わ
れ
る
と
山
崩
れ
な
ど
災
害
を
引
き
起
こ

す
原
因
に
も
な
り
、そ
の
後
の
森
林
機
能

の
回
復
に
は
長
い
年
月
と
多
大
な
経
費
が

必
要
で
す
。ま
た
、伐
採
届
出
書
の
提
出
に

よ
り
森
林
資
源
の
異
動
状
況
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、伐
採
を
す
る
方
に
、目
的
・

樹
種
・
面
積
・
間
伐
・
主
伐
を
問
わ
ず
、事
前

の
届
け
出
と
、伐
採
跡
地
へ
の
造
林
計
画

の
届
け
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
森

林
法
第
10
条
の
8
）

　
無
届
け
の
場
合
、森
林
法
第
2
0
7
条

に
よ
る
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
届
出
制
度
の
対
象
と
な
る
森
林
は
、保

安
林
を
除
く
地
域
森
林
計
画
対
象
民
有
林

で
す
。区
域
の
確
認
は
、農
林
振
興
課
ま
た

は
各
支
所
地
域
振
興
室
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
保
安
林
内
の
森
林
の
伐
採
は
、あ
ら
か

じ
め
広
島
県
知
事
へ
許
可
申
請
な
ど
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。詳
し
く
は
広
島
県
北

部
農
林
水
産
事
務
所
林
務
第
一
課
（
鈎

0
8
2
4-

7
2-

2
0
1
5
）へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

森
林
所
有
者
な
ど
が
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

（
立
木
買
受
人
、長
期
施
業
受
託
者
を
含
む
）

伐
採
を
開
始
す
る
日
の
、90
日
か
ら
30
日

前
の
間
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

農
林
振
興
課
林
業
振
興
係
　
鈎
0
8
2
4-

7
3-

1
2
2
7

森
林
の
伐
採
に
は

届
け
出
が
必
要
で
す

森
林
の
対
象
は
？

届
け
出
の
対
象
者
は
？

届
け
出
る
期
限
は
？

総
務
課
人
事
秘
書
係
　
鈎
0
8
2
4
‐
7
3
‐
1
1
2
5

①
倫
理
要
綱
の
策
定

②
倫
理
研
修
の
実
施

③
組
織
体
制
・
規
程
の
整
備

④
設
計
審
査
の
徹
底

⑤
入
札
・
契
約
制
度
・
検
査
体
制
の
再

　
点
検
に
よ
る
適
正
な
執
行
体
制
の

　
整
備
　
な
ど

不
正
防
止
策

不
正
防
止
策
が
決
定

　児童数の減少などで、東城町の内堀小学校と帝釈小学校が
３月末で休校になります。
　４月から内堀小学校の児童は小奴可小学校へ、帝釈小学校
の児童は東城小学校へ、それぞれ通うことになります。
　地域に見守られながら歴史を重ねてきた学校の足跡を振り
返ります。

とき　3月22日(月)10時30分～　ところ　帝釈小学校屋内運動場
休校記念事業（休校式終了後）　●記念碑除幕 ●思い出を語る会

豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
教
育

　
帝
釈
小
学
校
は
、校
区
に
国
定
公
園「
帝

釈
峡
」が
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
の
豊
か
な

自
然
を
生
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
色
の

あ
る
教
育
実
践
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
科
学
研
究
、自
然
観
察
、愛
鳥
活
動

は
40
数
年
の
伝
統
と
実
績
を
誇
り
、
平

成
19
年
度
に
環
境
大
臣
か
ら
環
境
保
全

功
労
者
表
彰
を
受
賞
す
る
な
ど
、
数
々

の
表
彰
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

●教職員／重光　 登校長 外8人　●児童／男６人・女７人 計13人

８年

12年

22年

30年

33年

48年

50年

51年

元年

9年

17年

宇山学校、未渡学校を設立

両校を統合し、帝釈尋常高等小学校となる

学校教育法の改正により、帝釈村立帝釈小学校と改称

町村合併により、東城町立帝釈小学校と改称

学校給食を開始

水泳プール完成

全国へき地教育研究大会（理科教育会場校）

創立100周年記念事業を実施

新校舎完成

学校適正配置計画実施により、始終小学校と統合

市町合併により、庄原市立帝釈小学校と改称

沿　　革

休　校　式

とき　3月21日(日)10時30分～　ところ　内堀小学校屋内運動場
休校記念事業（休校式終了後）　●記念碑除幕 ●思い出を語る会

地
域
の
伝
統
文
化
を
継
承

　
内
堀
小
学
校
は
、「
こ
と
ば
あ
ふ
れ
る

学
校
」を
テ
ー
マ
に
、さ
ま
ざ
ま
な
体
験

を
も
と
に
俳
句
を
詠
ん
だ
り
、
作
文
を

書
い
た
り
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。ま
た
、「
地
域
の
よ
さ
を
受
け

継
ご
う
」と
、国
指
定
の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財「
塩
原
の
大
山
供
養
田
植
」の
継

承
や
、
内
堀
植
物
図
鑑
の
作
成
を
し
ま

し
た
。

●教職員／桑原麻由美校長 外９人　●児童／男15人・女10人 計25人

８年

11年

12年

20年

40年

22年

30年

32年

33年

51年

54年

９年

17年

塩原、内堀の２教場で開設

合併して所尾小学校となる

分離して内堀小学校、塩原小学校となる

合併して内堀簡易小学校となる

内堀尋常高等小学校となる

学校教育法の改正により、小奴可村立内堀小学校と改称

町村合併により、東城町立内堀小学校と改称

校舎完成

学校給食を開始

創立100周年記念事業を実施

屋体完成

学校適正配置計画実施により、千鳥小学校と統合

市町合併により、庄原市立内堀小学校と改称

沿　　革

休　校　式

135年間
ありがとう

帝
釈
小
学
校

内
堀
小
学
校

自然観察

俳句押し花 大山供養田植

愛鳥活動

内堀小・
帝釈小が休校へ

明治

昭和

平成

明治

昭和

平成

不正防止対策委員会


